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～定難集会案内～

○主 轟 ネむ拝       藝曜圏 午前

O教会学校 幼小科・中高科 観曜轟 午前

○聖書研究・祈祷会     水曜藝 午前

○タベ命礼拝   第 2、 第4金曜日 午後

○入爾講座         鐘 鋳
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○讃  詠

○交  読

主 翁礼諄 次鶴

2019年 3月 3轟 降誕節第 10主 国

理式 :異野多津子 奏楽 :痩塚暖子

奏楽者

イザヤ書 58章 7～ 8節  司式者

I-548     -銅
詩編 43編 0～ 12節   〃

(!爾 約 :p880)   一 回

○轟本基督教甍彗称書無 (讃美歌添付 )″
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ルカによる福音書 慾章 11～ 17節
〔新鋳 l p12詈 )   司式者

祈  祷             ″

聖歌隊きこよる賛美 露l-198
説  教  「分かち合 うこと」
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○ の印がついた部分ではお立ちいただきますが、

立つ ことの難 し寺ヽ方は座つたままで結構です。

☆「議転永I-546J、「奇撃柔27」

時諄,告義」、曜F瑯胃」などま、

座嘉に備え徳すのものもあります。

ご覧ください。

☆「交読」iま、一節ずつ

司会者と会衆が、交三:こ

読みます。

最後の一節は全員で

読みます。

☆「讃美歌」iま、拡大したものも

ござしヽます。ご入用鈴方iま

受付,こお申し義くださしヽ。

☆「機聴器」、「点字聖書」も

ござしヽます。ご入薦の方は

受付までお幸塞ください。

☆礼拝堂2階こiま、

フリースペースがあります。

こどもの遊び場、礼拝中の授

乳や、くつろぎ分場としてお使

しヽいただけますこ

☆何か分からなしヽ事がありました

ら、お気軽:こ受付におたずねく

ださしヽ.

◇◇◇ 臨時教会総会  会  告  ◇◇◇

轟時 :鰺 10年 3濯 _笙里董塾里釜笙    場所 :長 崎銀屋町教会礼拝堂

議題 :02019年度宣教計画および年間漂議 。年間聖奄に喝する件

02019年 度行事計画に関する件  02019年度会言:予算に甕する件

0役員選挙に巽する■   02019年 度九Jl'教 区総会議装選理の停

02舎 19年度長崎地
=総

会議員選轟の件 0そ の色

※ 警豊豊鐙ご欠_藁 菫ヽ黎登童1と _́1委鍾露』_雹握、整豊三_く_鷲菫li._

一 霊―
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運 祈 りの

◎すべての人にキリス トの意みと平和が

ありますように。

◎検災された方々に慰めと平安を。

藝々の歩みが守られますように,

◎礼拝に出席できなモ′ゝ方をお:ゴえて、

主の意みと平安を。

本 日 の 教 会 学 校

◇境小科礼拝 (9:鉾～ 記念館 lF)

説教・奏楽 大岩しのぶ

◇中高科ネL拝 (9130～ 記念館 2F)

説教 竹内款一 奏楽 中尾恵美

本 饉 の 礼 拝 当 番

森 富美 吉簿香奈子 義道一恵

◇ティータイム ◇聖歌隊練習

◇ 3月 定薇役員会

次週 {3月 10覇 }教会学校

◇境小科・中高科合輝

説教 大岩 厚 奏楽 大岩しのぶ

(参 :31～ 記念饉 2F)

次遷 (3月 10爾 i主 轟礼拝

【受難節[レント]第 1主憂橿

説 教 :「戸惑いをしりぞけて」

竹内款一牧轟

聖 書 :ルカによる福音書

4章 1～ 13節

交 読 :詩編 10編 1～ 18節
讃美歌 :58, 141,419,頌 栄27

番竃式署藤澤裕子 【奏楽緩中尾恵美

ζ礼拝当番層

森 富美 大着 厚 歯住けしヽ子 ‐
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本ヽ 予 定日 の

次遷 {3周 l① 翼)礼拝後の予定

◇2019年度 《臨時教会総会》
※昼食 (弁 当400顧 )をいただいた後に行い

ます。

◇臨時役員会 (総会後 )

※現役員の方々と新しく選轟された役員
の方々で行います。

※受難節、レントに入る。
聖書研究・祈祷会
同轟10:3◇ ～ 12:00
ルカ福音書 :了 章 2参～37節
司会 :三矢泰彦

「どちらん`正しいか」
マタイ轟音書 18章 15～ 21節
讃美歌 1222,484,Σ 4

言牧鐸予定言
・4日 幌 )…長崎地区教師会
・5日 (火 )・

・・八幡町保育園誕生日会。聖書研究
・6日 (水 )・

'・ 八幡猥資育園合同ネL拝
'8日 (金)一鎮西学院授業

◎『総会資理  (2019年度臨時)をお配 りし
て,ヽます。総会議澤13´爆 10日 )'こ :ま持参 し
てください。

◎『教会議ぎんやまち』 26号をお配りし
ています。ご覧ください。

◎ 「3爆 予定表Jをお配 りしています。

◎『遍報』、『総会資料』等の発送にご協力
ください.

※2018年度累計 :104,662円 (2/24ま で)

感議をもIDて報告いたします。

郵  便  物

◇
◇
　
・

『キリス ト新聞』
「九州教区三聴通信

◇『教藝訴報』
あくヽ げいと―ん』

今 週 予 定の

3月 8[](金 )

報
■三
日



糾 1群 与 査翼 24轟 春≧拝説纏 謹 T丸ごと受 iす血轟るだエス曇ル彙 轟 :[2～ 16

主イエスは、さまざまな癒しを行った。それ

まま病参患諄を癒すだ争ナな警まるのでなく、その

人の全体にかかわる。人が生きることそのもの

が、まったく新しくされるようなことだらた。

今回、主イエ.ス 勢もとに全身重tヽ 皮i書病にか

かった人が来て、イエスにひれまし「主よ、御

せならば、わたしを清くすることがおでき:こ な

ります」とやって来た。主イエスJよ、この人に

手を差しイ|べてその人に触れ「よろしい清くな

れ」と言って、 この人を癒す。

かつての吉しヽ坂0新共轟訳 :ま 「重 ′ヽヽ皮膚病」

を「ら等ヽ病」と訳してヽヽた。現代で:ま、ハンセ

ン癌とも■う。ヨ本で:ま かつて「らヽ 予ヽ踪法」

が轟摯(ハ ンセン嘆 {ら も`病):こ整患した人々

ぎ、療養所にノ1.ヽれられ,轟離政策がヒられた。し

モヽし、実際′ヽンセン病 :よ 感染寺寺■卜常に低いも

のギあったと分かるようになった。しかし多く

,ア ンヽセン病患者は、長■時代鴫難され、差澪」

母対象となってしまった。アヽンセン痣であれ重

い皮膚浅と包括約:こ 表現される病で _F‐ れ、とて

も治埼甕難な病を負った人の人生が苛難なも

のであったのは、想像 :こ 難くな■.主イエス:ま、

由会ったこの人:こ 新し,ヽ 人生を与えたかった。

昔∩ラぎ壽言葉てk“ らい病":こ つtヽ て:よ、

「死人を起こすぐらい:こ 癒すに難し■薬」と語

られる難があった。重い皮膚病う場合 :よ、実際

:こ どのような皮膚裏か分からないにしても、

「死人を起こす」|よ どのこと寺R今ここて資エ

ってヽヽると言わなばならなヽ̀・ だろう。

イエスの建音宣教、イエスを通して起こる神

分業と:よ、そのノヽみ「全身ピ:こ 聾わることなの

だ。今まで人としての自轟と尊厳を建んでいた

ものを越えて、全く人輔舎忌考の鶏壁を突き技

:サ ていく。今を呼び起こすようなこと時ヽ 主イ

ニスを通彗て起こっているのである。それ1ま、

そ痔人の全体 :こ かかわること、つまり“丸ごと'

で売る。イニスe愛は極めて大きヽ`.

私ボ学生時代に通っていた教会:ま、再義の小

さな島,こ ある.ヽ ンセン読濠養新 :こ ある光饗彙

家族教会 :こ お講ねする機会をもっていた。私も

誌れる機会を得て、色 /で なお話をお責きじた。

人所されているある市iよ、ご羹身分歩みを様々

:こ お語 !:く ださった。そ鋳方:ま、療養署に入れ

られ、そこで薩じ病を負った人と結婚された。

そして生活を営んでいたのだ峰ヽ ある時そのお

連れ合い静ヽ 療養所の外の人 (つ まり、その病

を負った人ではなしヽ人)と 一緒 :こ なりたもヽと言

つて出て行つてしまったのだ。そ命褻!こ :ま、療

種f千から出ること寺蟷午されていた。私は聞くば

かりで、語ってくださった方の身むむも本当に

3:き 裂かれるようなものでるったと想像する

ばか号でした。そのような経験をされて来たそ

鋳方:こ とって:ま、主イエスな本当:こ よりどころ

であ等、共なる方で轟号、本当の主であるこ寺I

うことな、癌 tヽ :ま ど伝わって来た。

あれから数十年が経つが、かつて若ヽヽ私に、

ご自身の丸ごとを語ってくださった方のこと

を思もヽ嚢す。その方議ゞ、本E手 寺ヾ何も無らなしヽで

あろう若者に語ってくださったこユよ、その方

が、ご妻身の全身・丸ごヒを言iき 受けて、ご畿

身命全てを受:す入れてヽヽることだと思う。そし

て、この方参丸ごとを受けしヽれてtヽ る主イエス

がおられる0だ と、また思うのである。

聖書玲ゞおらわす主イエス:ま、その人の丸ごと

を受け主義る。そして、その人の中:こ 、神に愛

された命を倉」呼士す。

人命令を言|を 裂くかめようなことや、人が人

を貶めてしまう差澪ゼ:ま、私たちの幸:〔 轟る。け

れどもそれを越えて、主イエスは新たに事をな

すのである。人が本当:こ 幸ヽヽを享受し、本来の

神参愛しみのともなった全ともて、歩みだすこ

とを主イエス:ま希望しておられる。

「幸風めひとをいやす」(17-26節)と あわせ

て見ても、そ鈴主総力が生きてお等、人々の中

で頭わにされている。生と死、浄と汚れ、罪、

これらを超えて三分港ボ生きてヽヽる。それを主

イエスの中:こ見る.こ れ:よ、驚くべきことだと

人々:譲言う。それは、まさにその選りである。

けれども、主イエスを通して神 !ま それをなされ

る舟である。人の中で、神:ま救ヽヽ母御業を難た

:こ始める方な母で轟る。

ある時に:ま籠れ合いを生まれさせ、轟る時に

まま屋根をも突き破写、一方が難ざされて肯`ても、

理の道を通って、でもやなけ主イエスと震会い、

癒 し、主ち上がらせ、彙妻:こ する。キ :'ス トの

命 :こ il、 れること:ま、実:〔 尊いことである。
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